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業務名

総合相談

支援業務

令和３年度　逗子市西部地域包括支援センター事業報告

・新型コロナウイルス感染予防として通いの場等が中止され、高齢者の「活動」や「参加」

　が制限されるなかでも、「運動機能」のみならず「疾患」「口腔機能」「栄養状態」等

　にも配慮し、感染症対策としての手洗いや、マスクの着用に関する啓発を継続的に行いな

　がら、コロナ禍でも介護予防の取り組みが行えるように検討・実施していく。

・地域住民、関係機関（医療、介護等）とも協力しながら、認知症の方等を介護する人同士

　が交流や情報交換が行え、同じ立場から理解し合える場（リモート開催を含む）の開催を

　検討・実施する。

・多機関専門職による多職種との連携、また地域住民等との協働による地域との連携を図る

　ため、リモート会議や勉強会等が行える環境整備を行う。書面や従来の会議形式等も柔軟

　に併用しながら、多機関専門職と協働してのケース検討等を実施していく。

事業報告

　1　初期段階より相談内容に応じて適切な関係機関に繋げ、継続的な支援も実施した。

　・総合相談対応　⇒　新規相談実件数 ３８８件（月平均３２件）

　　　　　　　　　　　相談対応実件数１１９８件（月平均９９件）

　・センター職員間での情報共有の徹底、対応方法等の検討を行った。

　・関係機関を交え、カンファレンスを適宜実施した。

　・地域住民に対し、相談窓口としての周知を継続した。

　・オンラインでも相談に応じられる体制を整えた（ZOOＭを使用）。

　2　ネットワークの維持・構築

　・西部地区民生委員児童委員協議会に出席し、情報提供等を行った。⇒ ９回＋書面３回

　・Ｚケアネット役員会に参加し、サービス事業所と情報交換などを行った。⇒ ５回

　・「お互いさまサポーター」定例会（光明寺・久木）に参加した。⇒ ５回

　3　独居高齢者訪問、実態把握訪問

　・独居高齢者への個別対応　⇒  延べ件数 ９８件

　・独居高齢者情報交換会への参加　⇒ ８回＋書面４回

　・実態把握事業での個別訪問　⇒ １８件

重点課題・

目標に

ついての

実施報告

・感染対策を講じながら、団地内の公園を利用し、世代を問わない通いの場（運動）の定期

　開催を企画した。開催日が平日でもあり、６０歳代以上の方の参加となったが、想定して

　いたよりも多くの方の参加があった。ただ、新型コロナウイルスの感染増加がみられる時

　期は休止とせざるを得ず、定期開催には至っていない（休止の場合は、家庭でできる運

　動方法の資料を届けた）。コロナ禍で、生活に自粛や制限も余儀なくされる場面もあるな

　か、通いの場等への参加のニーズがあることを再確認した。団地内の公園を利用した通い

　の場は、自治会の理解を得ることが前提の取り組みでもあり、地域づくりの一環にもなる

　かと考えられる。

・コロナ禍において、感染予防を図りながら交流の場を設けることは、難しい状況があった。

　企画をしても休止とせざるを得ない場面もあり、計画通りにはいかなかった。介護者への

　支援については、引き続き活動内容等を検討していく。

・重層的相談体制整備事業が開始され、高齢者のみならず、世代や属性を問わない相談を受

　付けるようになり、住民向けの事業説明や、協力依頼も行ってきた。幅広い相談に応じる

　なか、関係する支援機関の幅も拡がっている（若者対象の支援機関等）。多機関で協働す

　る場面は増えていくと考えられるため、地域ケア会議を活用し、事例を共有しながら、高

　齢分野、障がい分野において、互いの機関の役割の理解や、ケース対応等の意見交換を行

　った。今後も、多機関専門職がスムーズに協働できるように取り組んでいく。

本年度の

重点課題・

目標
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権利擁護

業務

包括的・

継続的ケア

マネジメン

ト業務

介護予防

ケアマネジ

メント業務

認知症に

関する取り

組み

　1　包括的・継続的ケアマネジメント体制の構築

　・ケアプランの作成に関する助言や、対応が難しいケース等についての後方支援を行った。

　・相談内容に応じて、関係機関などとの連携により、カンファレンスを行った。

　2　介護支援専門員に対する支援

　・市内３包括センター共同で、ケアマネサロンを開催、ケアマネジャーを対象とした研修

　　会等を行った。

　1．介護予防ケアマネジメント

　⇒　包括分　延べ　５５５名

　⇒　委託分　延べ　９２０名

　２．介護予防支援

　⇒　包括分　延べ　４１５名

　⇒　委託分　延べ　１０１５名

　１．認知症の理解と対応の推進

　・認知症地域支援推進員の打ち合わせに参加し、情報交換などを行った。

　・今後の周知・啓発活動について検討した。

　２．認知症高齢者やその家族等に対する支援

　・認知症地域支援推進員や関係機関と連携をとり、ケース対応を行った。

　３．課題把握や解決にむけた取り組み

　・認知症初期集中支援チーム員会議に参加し、認知症高齢者やその家族に対する支援方法

　　等について検討した。

　１．成年後見制度の周知及び利用支援

　・成年後見制度等の活用のための、ケアマネジャーを対象とした研修会を実施した。

　　（市内３包括センター共同）

　・市役所、あんしんセンター、他関係機関と連携しながらケース対応を行った。

　⇒ 　相談対応件数延べ ８４件

　２．高齢者虐待防止

　・高齢者虐待（疑義を含む）に対して、市役所や関係機関との連携によりケース対応を

　　行った。

　⇒　 相談対応件数延べ １５件

　３．消費者被害防止

　・独居高齢者訪問や実態把握訪問、また高齢者サロンなどでチラシを配布し、啓発活動を

　　行った。

　・警察署や消費生活センターと連携し、被害の防止に向けた情報を、地域住民・民生委員

　・ケアマネジャー・サービス事業所に提供した。（市内３包括センター共同）

　⇒　相談対応件数延べ ３件
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　１．生活支援コーディネーターの取り組み

　・第１層生活支援コーディネーター（逗子市社会福祉協議会）との定期的な打ち合わせを

　　実施した。⇒ ７回

　・地域での高齢者の見守りについて、作成した「見守りガイド」を基に周知活動を行った。

　２．地域の住民活動への参加

　・住民自治協議会（小坪・久木）の活動に参加した。

　・地域のボランティア団体の会合や、高齢者サロンに参加した。

　　⇒　お互いさま光明寺・久木　５回参加

　　⇒　高齢者サロン　１７回参加

　１．職員の資質向上

　・オンラインでの研修に参加し、研修受講後にセンター内で研修内容を共有した。

　２．地域への広報活動

　・福祉の総合相談窓口（重層的支援体制整備事業）について、地域住民に対して周知

　　活動を行った。

地域ケア

会議

生活支援

体制整備

についての

取り組み

その他

重層的相談

体制整備

についての

取り組み

　１．世代や属性を問わない相談を受付け、継続的な支援を実施した。

　⇒　相談対応実件数　１３件

　２．地域住民への事業に関する周知活動を行った。

　⇒　久木地区、ハイランド地区　３回実施

　１．地域ケア会議の開催

　・個別事例に関する地域ケア会議を開催した。

　　複合的な課題のある世帯に対する支援の検討等　⇒ １回

　　多機関で事例を共有し、疾患の理解を図ると伴に、対応についての意見交換　⇒ ３回
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（令和3年4月～令和4年3月）

介護保険収入

その他収入

人件費

事務費

その他

令和3年度逗子市西部地域包括支援センター収支報告書

1　収入の部

大項目 小項目 令和3年度予算額 令和3年度決算額 差し引き額 摘　　　要

逗子市受託金収入 33,432,000 26,564,358 ▲ 6,867,642

開庁時間変更費用 360,000 360,000 0

土曜日開庁費用 360,000 360,000 0

包括支援センター家賃 2,112,000 2,112,000 0 176000円×12か月分

基本額 30,600,000 23,732,358 ▲ 6,867,642

介護予防ケアプラン作成 0 0 0

5,412,180 5,096,874 ▲ 315,306

介護予防支援介護報酬 4,693,020 4,270,374 ▲ 422,646

介護予防支援委託報酬 719,160 826,500 107,340

111,000 45,900 ▲ 65,100

介護予防実態把握事業 90,000 27,000 ▲ 63,000 1,500円×人数

介護保険住宅改修理由書作成手数料 21,000 18,900 ▲ 2,100 2,200円×人数

大項目 小項目 令和3年度予算額 令和3年度決算額 差し引き額 摘　　　要

合　　　　　　　　　　　　計 38,955,180 31,707,132 ▲ 7,248,048

2　支出の部

31,384,000 25,116,307 ▲ 6,267,693

職員給与 26,800,000 16,726,576 ▲ 10,073,424 常勤職員6名　

法定福利費 4,584,000 4,198,946 ▲ 385,054 社会保険料等

賞与（積立） 0 3,609,009 3,609,009

その他（給与） 581,776 581,776 通勤交通費手当

5,459,180 4,478,825 ▲ 980,355

消耗品費 955,180 203,789 ▲ 751,391 コピー用紙・事務用品等

燃料費 210,000 31,227 ▲ 178,773 自動車１台　バイク１台

研修費 260,000 250,994 ▲ 9,006 講習会等参加費

通信費 384,000 428,096 44,096 切手郵送代・電話代・携帯インターネット代

水光熱費 240,000 188,366 ▲ 51,634

旅費交通費 720,000 88,000 ▲ 632,000 交通費

会議費 80,000 0 ▲ 80,000

イベント経費 100,000 0 ▲ 100,000 会場費、センターイベント謝礼含む

租税公課 20,000 2,200 ▲ 17,800

保険料 120,000 67,476 ▲ 52,524 車両保険

広告宣伝費 130,000 237,959 107,959 パンフレット等印刷代

支払手数料 10,000 16,786 6,786 看護師紹介手数料含む

修繕費 0 46,948 46,948

図書費 10,000 3,476 ▲ 6,524

リース料 900,000 381,480 ▲ 518,520 車両・複合機等

福利厚生費 480,000 449,495 ▲ 30,505 事務日用品等

減価償却費 60,000 0 ▲ 60,000 複合機・PC・自転車・バイク等

保守管理費 60,000 0 ▲ 60,000

新聞図書費 0 0 0

賃借費 0 33,000 33,000 駐車場

開庁時間延長費用 360,000 360,000 0

土曜開庁費用 360,000 360,000 0

一般管理費 1,329,533 1,329,533 本部事務スタッフ人件費及び事務所移転にかかる諸経費等

2,112,000 2,112,000 0

0

包括支援センター家賃 2,112,000 2,112,000 0 176,000円×12カ月分

合　　　　　　　　　　　　計 38,955,180 31,707,132 ▲ 7,248,048

差し引き額 0 0 0


















